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大任町汚泥再生処理センター
平成 32 年度完成予定

田
川
市
郡
８
市
町
村
の
し
尿
を
一
括
し
て
受
け
入
れ
処
理
す

る
大
任
町
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
。
処
理
能
力
は
１
日
あ

た
り
計
３
９
０
㎘
と
国
内
最
大
規
模
を
誇
る
。
現
在
、
平
成

33
年
４
月
の
稼
働
に
向
け
、
建
設
を
進
め
て
い
る
。

今回のこちら町長室では、田川市郡８市町村が一つとなって取り組んでいる大任町汚
泥再生処理センターの建設地で行われた起工式および主な施設内容などについて紹介
します。

田
川
地
域
が
誇
れ
る
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
を
造
る

　
10
月
５
日
、
大
任
町
成
光
区
に
建
設
し

て
い
る
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
起
工

式
が
現
地
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

施
設
は
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組

合
に
加
入
し
て
い
る
田
川
市
郡
８
市
町
村

の
し
尿
処
理
施
設
と
し
て
利
用
す
る
も
の

で
、
田
川
市
郡
７
市
町
村
か
ら
委
託
を
受

け
た
大
任
町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
建
設

し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
90
億
円
で
、

財
源
は
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
や

過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
を
利
用
し
ま
す
。

　
本
町
は
、
こ
の
施
設
の
ほ
か
に
、
田
川

地
域
で
利
用
す
る
一
般
廃
棄
物
の
ご
み
処

理
施
設
と
埋
め
立
て
処
分
場
も
建
設
予
定

で
あ
り
、現
在
、基
本
計
画
を
策
定
中
で
す
。

こ
れ
は
田
川
市
郡
で
既
存
の
し
尿
や
ご
み

の
処
理
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
て
、
建
て

替
え
等
の
時
期
が
来
て
い
る
中
、
新
施
設

の
建
設
地
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
と
も
に

地
元
の
反
対
等
を
受
け
、
候
補
地
が
選
定

で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
大
任
町
で
も
当
初

は
反
対
す
る
住
民
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

し
た
が
、
永
原
町
長
自
ら
共
同
建
設
の
必

要
性
を
何
度
も
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で
、

地
元
住
民
の
最
終
的
な
建
設
の
了
解
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
大
任
町
に
新
施

設
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
東
部
縦
幹
２
号
線
道
路

を
は
じ
め
、
成
光
地
区
、
東
白
土
地
区
、

柿
原
地
区
で
運
搬
用
道
路
の
整
備
も
あ
わ

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
起
工
式
で
は
、
地
鎮
祭
や
工
事
の
安
全

永原譲二
大任町長

こ
ち
ら
町
長
室
×
大
任
町
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

祈
願
が
行
わ
れ
、
田
川
市
郡
８
市
町
村
の

市
町
村
長
や
議
会
議
長
、
地
元
成
光
区
の

住
民
、
工
事
関
係
者
等
約
50
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
発
注
者
と
し
て
永

原
町
長
が
刈か

り

初ぞ
め
の
儀
を
行
い
、
そ
の
後
、

参
加
者
が
玉た
ま

串ぐ
し

奉ほ
う

奠て
ん
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
式
典
を
終
え
る
と
永
原
町
長
は
出
席

者
に
向
け
「
地
元
行
政
区
の
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
あ
り
、
大
任
町
に
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
を
造
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
事
業
は
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
に
、
ご
み
処
理
施
設
と
埋
め
立
て
処

分
場
を
一
つ
の
町
に
建
設
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
福
岡
県
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
田
川
市
郡
８
市
町
村
が
一
つ

と
な
っ
て
、
田
川
地
域
が
誇
れ
る
環
境
に

す
ば
ら
し
い
施
設
に
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

田
川
地
区
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

大
規
模
な
施
設

　
敷
地
面
積
は
約
１
万
６
千
㎡
で
、
地
上

２
階
、
地
下
１
階
の
処
理
棟
と
２
階
建
て

の
管
理
棟
を
建
設
し
ま
す
。管
理
棟
に
は
、

職
員
の
事
務
室
や
施
設
見
学
者
用
の
会

議
室
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。
処
理
能
力

は
１
日
に
く
み
と
り
汚
泥
１
６
５
㎘
、
浄

化
槽
汚
泥
２
２
５
㎘
の
計
３
９
０
㎘
で
国

内
最
大
級
の
施
設
と
な
る
予
定
で
す
。

　

汚
泥
の
処
理
に
は
水
処
理
方
式
の
標

準
脱
窒
素
処
理
方
式
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
こ
の
方
式
は
周
辺
環
境
の
保
全
と
資

源
の
再
利
用
に
優
れ
て
い
て
、
安
定
し
た

処
理
が
行
え
ま
す
。

起工式で鎌入れをする永原町長工事の安全を祈願する永原町長や二場公人田川市長（右から２番目）

大任町汚泥再生処理センターの完成予想図（左が管理棟、右が処理棟）

3 2018.11月号 2018.11月号 2



６億 9,207 万円
国庫支出金

９億 3,395 万円
地方債

歳入
51億 7,694 万円

平成 29 年度大任町
決算を報告します

平成29年度決算が議会で認定されました。歳出決算額は約47億円で、歳入額に対し
約４億６千万円の黒字となりました。　      

◉基金
～ 町の貯金は約 33 億円 ～

　法律や条例に基づいて設置される基金は、特定の目的のため
に活用する町の貯金で、大任町には８つの基金があります。平成
29 年度末、基金の合計は 33 億 4,761 万円になりました。

財政調整基金…………………‥…………………13 億 6,963 万円
特定農業施設管理基金… … … … … … … … … …6 億　981 万円
地域振興基金（道の駅からの寄附金など）… … …8 億 2,027 万円
その他基金……………………………………………5 億 4,790 万円

◉地方債
～ 町の借金残高のうち実質負担分は約４割 ～

　年度を越えて元利を償還する借入金を地方債といいます。平成
29 年度末の地方債残高は、約 117 億円となりました。大任町の場
合、償還額の一定割合が地方交付税として交付されるものが多く、
試算ではこの残高のうち約65億円の交付が見込まれています。

過疎対策事業債残高（交付税措置 70％）………76 億 2,733 万円
公営住宅建設事業債残高（交付税措置なし）……27 億 1,287 万円
臨時財政対策債残高（交付税措置 100％）………6 億 7,437 万円
その他起債………………………………………　  6 億 7,497 万円

◉健全化判断比率と資金不足比率
～ 大任町の財政は平成 29 年度も健全な状態 ～

　「健全化判断比率」とは、４つの指標（実質赤字比率・連結実質
赤字比率・実質公債費比率・将来負担比率）を言い「資金不足比
率」と同時に公表します。
　この指標は、町の財政状況が判断でき、財政破たんを未然に防
止し、早期に健全化に向けた財政対策を講じることが可能になり
ます。算定比率が「早期健全化基準」を超えると財政健全化計画
の策定を行い、自主的な改善努力をしなければなりません。
　平成 29 年度の決算から比率を算定し「早期健全化基準」と比
較すると、「早期健全化基準」を下回っているため、大任町の財政
は健全な状態ということがわかります。

◉特別会計
～ 国民健康保険事業特別会計の赤字が 2,734 万円 ～

　特定の事業を行うために一般会計と区分して設置されている特
別会計（水道事業会計のみ企業会計）では、国民健康保険事業特
別会計が 2,734 万円の赤字を出すかたちとなり、依然として厳し
い財政状況に直面しています。

特別会計 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業特別会計 7 億 8,077 万円 ８億 811万円 △ 2,734 万円

後期高齢者医療特別会計 6,773 万円 6,652 万円 121万円

し尿処理・じん芥処理・
埋立処分施設建設事業
特別会計

16 億1,420 万円 16 億1,402 万円 18 万円

合計 24 億 6,270 万円 24 億8,865万円 △ 2,595万円

水道事業会計 １億 2,538 万円 １億4,644万円 △ 2,106 万円

一般会計歳出　47 億 1,325 万円

町税…町民税・固定資産税など
繰入金…一般会計、特別会計および基金
の間で、相互に資金運用するもの
繰越金…前年度の決算上で持ち越した金額
使用料及び手数料…町の施設利用や特定の
事務により利益を受けるものから、その受益に
対する実費負担的なものとして徴収するもの
諸収入…他の収入科目に含まれない収入を
まとめたもの
寄附金…民法上の贈与で、金銭に限られるもの
分担金及び負担金…町の行う事業により利益を受
けるものから、その受益を限度として徴収するもの
財産収入…町が有する財産の貸付け、売
払いなどによって生じる現金収入
地方交付税…一定のサービスを確保するた
め、人口や税収に応じ国から交付されるもの
国庫支出金・県支出金…町が行う事業に対
する国や県からの補助金など
地方債…地方公共団体が資金調達のため
に負担する債務
地方消費税交付金等…地方消費税の一部
を財源として、県が人口と従業者数で按分
し、町に対して交付するもの

公債費…町債の元金や利子を支払うため
の経費
民生費…住民一人ひとりの一定水準の安
定した生活を保障するための経費
土木費…道路や公園、住宅などの社会整
備の経費
総務費…町の全般的な管理等にかかる事
務経費など（うち福利厚生費10万円）
教育費…学校教育などにかかる経費
農林水産費…農林水産業の振興などの経費
衛生費…住民の一人ひとりが健康で衛生
的な生活環境を保持するための経費
消防費…消防活動などにかかる経費
諸支出金…他の支出科目に含まれない経費
をまとめたもの
議会費…議会の運営等に必要な経費
商工費…商工業の発展や観光事業のため
の経費
労働費…失業対策など就業に関する経費
災害復旧費…大雨、地震などの災害により、
被災した施設を復旧するための経費

一般会計歳入　51 億 7,694 万円

自主財源（22.6％）

依存財源（77.4％）

（  ）内は構成比

３億 9,018 万円
町税

健全化判断比率 大任町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計の赤字から財政運営
の深刻度をみる比率

― 15.00％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財政
運営の深刻度を見る比率

― 20.00％

実質公債費比率
借金の返済額などの大きさから
資金繰りの危険度を見る比率

17.1％ 25.0％ 

将来負担比率
町が抱える負債の残額から将
来財政への圧迫度をみる比率

― 350.0％

資金不足比率 大任町 経営健全化基準

資金不足比率
企業会計の資金不足割合から
経営状況の深刻度をみる比率

― ―

健全化判断比率の状況

※赤字が生じない場合は「－」（該当なし）で表示

　平成 29 年度の決算についてお話ししたいと思います。
◉歳入歳出の概要
　ご覧のとおり歳出については義務的経費（支出の抑制が行い
にくい経費）の比率が高く、歳入については町税をはじめとす
る自主財源が少なく、地方交付税や地方債などの依存財源に
頼らざるを得ないのが現状となっています。
　今後も、さらなる自主財源の確保や経費の節減、効率的な
予算執行に力を注ぎ、職員ともども積極的に行財政改革を行っ
ていく必要があります。
◉町の財政は赤字も資金不足もなく健全な状態
　平成 29 年度、町では小中学校の空調設備の整備、さらに
は去年から引き続き各町道の整備および老朽化した町営住宅
の建て替え、し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業を
行っています。このように多くの事業を行っておりますが、大
任町の一般会計では、約４億６,369 万円の黒字、特別会計で
は約 4,701 万円の赤字となり、全体では約４億１,668 万円の
黒字決算となりました。
　また「健全化判断比率の状況」のとおり、早期健全化基準と
町の数字を比較しても基準を大きく下回っており、財政が健全
な状態ということがご理解いただけると思います。

永原譲二 町長

19 億 9,581 万円
地方交付税

２億 3,792 万円
県支出金

１億 4,867 万円
地方消費税交付金等

３億 1,005 万円
繰入金

１億 5,848 万円
繰越金

１億 1,806 万円
使用料及び手数料

7,939 万円
諸収入

4,517 万円
寄附金

3,773 万円
分担金及び負担金

2,946 万円
財産収入

12 億 3,753 万円
公債費

10 億 2,841 万円
民生費

７億 8,079 万円
土木費

５億 2,280 万円
総務費

４億 3,465 万円
教育費

7,298 万円
議会費 464 万円

商工費

243 万円
労働費・災害復旧費

諸支出金
２億 2,654 万円

１億 6,625 万円
農林水産費

１億 3,653 万円
衛生費
9,970 万円

消防費

歳出
47 億 1,325 万円

問総務企画財政課 財政係　☎63・3000
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今任小学校体育会
感 動

フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト
今
任

競技、ダンス、応援合戦など最後まで全力を尽くした
今任っ子たち。その姿は見ている人に感動を届けた。
　猛暑の中、汗まみれになりながら一生懸命練習に励んできた今任っ子たち。
台風の影響により予定日から２日経った10月２日、いよいよ本番を迎えました。
体育会が始まると４・５・６年生が先頭に立ち気持ちのこもった全力疾走や見
る人を圧倒するほどの迫力ある今任エイサーを披露。すると、１・２・３年生も
上級生の背中を追うように、最後まで全力疾走を続けたり、元気いっぱいにダ
ンスを披露したりしていました。「最後まであきらめず感動をとどける体育会」
というスローガンのもと、決して最後まであきらめることなく体育会を終えた
児童たちは大きな満足感と大切な思い出ができたことでしょう。

大任小学校体育会
輝 き

フ
ォ
ト
リ
ポ
ー
ト
大
任

見事な団結力と笑顔を忘れず全力を尽くした大任っ子たち。
一人ひとりがみんなのために頑張る姿は輝いていた。
　日ごろから、暑さに負けず元気いっぱいに大きな声を出して練習を頑張ってき
た大任っ子たち。10月７日、爽やかな秋晴れの空の下、大任小学校体育会が行
われました。児童たちは「全力、協力、みんなが主役 笑顔輝く炎の体育会」とい
うスローガンのもと、積み重ねてきた練習の成果を思う存分に発揮。全学年選
抜のリレーや全校児童によるボール運びなどでは、児童が一体となって力を合
わせる姿はキラキラと輝いていました。児童の成長した姿を見た保護者や来場
者からは大きな声援が送られていました。児童たちにとって、最後まで笑顔を忘
れずみんなで力を合わせたこの１日は忘れられない日となったことでしょう。
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戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
の
平
和
を
祈
念

大
任
町
戦
没
者
慰
霊
祭
を
挙
行

　９月22日、大任町公民館で大任町戦没者慰霊祭
が挙行され、遺族や来賓など約60人が参列し、平
和への思いを再確認しました。式典前には参列者全
員で黙とうをささげ、鈴木顕範遺族会会長が「戦争
の惨禍が繰り返されない、平和な日々を願っていま
す」とあいさつ。式典の最後には、参列者が菊の花
を献花し、戦没者たちの安らかな冥福を祈りました。

▼終戦から73年、大任町戦没者277人の冥福を祈りました

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

児
童
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を

今
任
小
学
校
放
課
後
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　毎週木曜日の18時から１時間、今任小学校体育
館で放課後バスケットボール教室を実施していま
す。対象者は今任小学校に通う児童。教室を実施
しているPTAの田中隆弘・里穂さん夫妻は「携帯や
ゲームなどをする機会が増えて、運動不足と言わ
れている。少しでもそれを解消でき、運動能力のアッ
プにもつながればうれしいです」と話していました。

▼低学年から高学年までの児童が仲良く汗を流しています 相
手
を
思
い
や
る
優
し
い
気
持
ち
を
育
て
る

お
お
と
う
未
来
広
場
で
田
川
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
教
室
を
実
施

　９月19日、大任町公民館でおおとう未来広場が
行われ、田川人権擁護委員協議会の委員による紙
芝居の読み聞かせが行われました。選んだ紙芝居
は法務省制作人権啓発教材に認定されている「ずっ
とともだちでいたいから」。委員を務める奥永アイ
子さんは「命の大切さや友達と仲良くすることの大
切さにつながればうれしいです」と話していました。

▼児童は真剣に話を聞き、委員の質問にも答えていました

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
テ
ー
マ
に

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実
施

　９月21日から30日までの10日間、県内で秋の交
通安全県民運動が一斉に実施されました。
　大任町では、21日に交通安全協会や田川警察署な
どとともに交通安全啓発パレードを実施し、町内全
体に交通安全を呼びかけました。パレード終了後に
は、道の駅で交通安全啓発用チラシを配布するなど、
交通事故防止につながる取り組みを実施しました。

▼田川政策研究会などが小中学生の登校を見守りました

約
10
万
本
の
コ
ス
モ
ス
が
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
る

花
公
園
の
コ
ス
モ
ス
が
満
開

　10月19日、道の駅おおとう桜街道に隣接して
いる花公園で約10万本のコスモスが満開を迎え
ました。今年８月に植えたコスモスの種は芽を出
し、約1.2ヘクタールの敷地いっぱいにピンクや紫、
白のきれいな花を咲かせ、訪れた人の目を楽しま
せました。訪れた人は「毎年、敷地一面に咲くコ
スモスを楽しみにしています」と話していました。

▼レインボー展望台からは風景を360度見渡すことができます

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
世
代
間
の
交
流
を
深
め
る

ア
ビ
ス
パ
福
岡
が
協
力
！
健
康
づ
く
り
地
域
交
流
フ
ェ
ス
タ

　10月13日、B＆G体育館でアビスパ福岡のコー
チを迎え、健康づくり地域交流フェスタが開催さ
れました。参加者は高齢者や小中学生、保護者
など計51人。子どもから大人までが楽しめるキッ
クボーリングやわくわくボール回しなど、10種類
のミニゲームを通じていい汗を流すとともに、地
域間や世代間の交流を深めました。

▼町の介護予防事業にもアビスパ福岡の協力を得ています

　
10
月
14
日
、
水
辺
公
園
で
第
32
回
し
じ
み

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、

町
が
条
例
で
保
護
し
て
い
る
し
じ
み
の
浄
化

作
用
に
ち
な
ん
で
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
、
大
任
町
商
工
会
青
年
部
・
女

性
部
が
昭
和
62
年
か
ら
彦
山
川
の
恒
例
行
事

と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
水
辺
公
園
に
は
、
商
工
会

女
性
部
に
よ
る「
無
料
し
じ
み
汁
」や
猟
友
会

の「
シ
シ
鍋
」、
竹
細
工
教
室
な
ど
た
く
さ
ん

の
出
店
が
並
び
ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
前
で
は
、
大
任
中
学
校
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
や
今
任
小
学
校
の
和
太
鼓
ク

ラ
ブ
が
生
演
奏
を
披
露
。
ま
た
、
豪
華
景
品

獲
得
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、
ラ
ム
ネ
の
早
飲

み
大
会
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
、
秋
の
祭
り
を

十
分
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。 伝統の祭り

今年で32回目を迎えた町の伝統を誇る秋の祭り。
この祭りの恒例となったラムネ早飲み大会やわくわく
抽選会などでは大人や子どもの笑顔があふれた。

第 32 回しじみ祭り

ラムネ早飲み大会

わくわく抽選会

Dance Office大任町猟友会 シシ鍋

Big Sisters OTO 姫（大任町商工会女性部） 大任・添田少年補導員 大任中学校ブラスバンド演奏

大任町消防団記念放水

大任町商工会 しじみ汁今任小学校 和太鼓演奏

MC 立山律子

しじみ祭りの日だけ解禁となるしじみ採り
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ふるさと納税がリニューアル
ふるさと納税の返礼品事業者を募集

　町では、ふるさと納税をされた人への
感謝の気持ちとして返礼品を贈呈してい
ます。今回、返礼品の拡充を図り、魅力あ
る 特 産 品 や
サ ービ ス を
取りそろえる
ことで、大任
町 の 魅 力を
発 信 す ると
ともに、地場
産業の活性化につなげていきたいと考えて
います。そこで、魅力ある返礼品を提案し
ていただける協力事業者を募集します。条
件等は下記までお問い合わせください。
問総務企画財政課 企画係
☎ 63・3000

Information
　農作業等のモラルを守りましょう
　トラクターなどの農機具を使用したときには、土をつけたまま道路を通行
すると、土が道路に落ち自動車や自転車、歩行者などの通行に支障をきたし
大変危険です。農機具などについた土は農地の中で落として移動するように
してください。道路に落としてしまった場合はスコップなどで土をさらって
ください。
問農業委員会　☎63・3001

犯罪被害にあわれた人へ
福岡県警察が心のケアの窓口を開設

　福岡県警察では、犯罪被害にあわれた
人の心のケアの窓口を開設しています。
▶犯罪被害相談「心のリリーフ・ライン」
☎ 092・632・7830（９時～ 17 時 45 分）
※祝日・年末年始を除く
問田川警察署　☎42・0110

思いをかたちに
赤い羽根共同募金に協力を

　毎年 10 月１日から12 月 31日まで「赤
い羽根共同募金運動」が全国一斉に行われ
ます。昨年も皆さまから多額のご寄附をお
寄せいただきありがとうございました。
　共同募金は、大任町の社会福祉事業のほ
か、九州北部豪雨などの自然災害による被
災地の救援にも活用されています。今年も
皆さんのご理解とご協力をよろしくお願い
します。
問大任町社会福祉協議会　☎63・4828

赤
い
羽
根

幸
せ
つ
く
る

あ
い
こ
と
ば

　

平
成
30
年
度
自
衛
官
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
24
日
土

■
と
こ
ろ
　
小
倉
駐
屯
地（
北
九
州
市
）

■
受
付
期
限
　
11
月
13
日
火
ま
で

■
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
人

※
試
験
当
日
の
開
始
時
間
は
、
受
付
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

　

11
月
12
日
㈪
か
ら
18
日
㈰
ま
で
の
７

日
間
、「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
と
し
て
、
職
場
で
の
セ
ク
ハ

ラ
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
に
関
す

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

る
人
権
問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮　

８

時
30
分
～
19
時

17
日
㈯
～
18
日
㈰　
10
時
～
17
時

※
法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問（
相
談
す
る
場
合
）

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

問（
そ
の
他
）福
岡
法
務
局 

人
権
擁
護
部

☎
０
９
２
・
７
３
９
・
４
１
５
１

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」は
、
国
民
生
活

に
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ

い
て
、
そ
の
意
義（
必
要
性
）や
役
割（
使

途
）、
税
務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
国
税

庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を

税
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
よ
う

「
税
を
考
え
る
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

問
田
川
税
務
署　
☎
44
・
０
４
３
０

　

障
害
者
雇
用
の
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
企
業
に
よ
る
基
調
講
演

な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
６
日
㈫　
14
時
～
15
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
福
岡
県
庁
３
階（
福
岡
市
）

■
参
加
費
　
無
料　
※
事
前
予
約
が
必
要

問
福
岡
県
新
雇
用
開
発
課 

障
害
者
雇
用
係

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
９
４

福
岡
県
障
害
者
雇
用
促
進
大
会

※写真はイメージです

大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G海洋センター・サボテンハウス

☎63・4832

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金・同対係） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育係・社会教
育係） ☎63・3110

ふるさと館おおとう ☎41・2055

　田川地区１市６町１村、福岡県警察、地域住民等が
集結し、暴力団追放気運の醸成と地域防犯活動の一
層の強化を図るため「田川地区暴力団等追放総決起大
会」を開催します。
■とき　11月14日水　開場：13時30分　開会：14時
■ところ　福智町地域交流センター（福智町伊方4480）
問総務企画財政課 総務係　
☎63・3000

　田川地区暴力団等追放総決起大会を開催します

　

田
川
地
区
消
防
本
部
主
催
の「
た
が

わ
消
防
フ
ェ
ス
タ
」が
道
の
駅
お
お
と
う

桜
街
道
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
11
日
㈰　
10
時
～
13
時

■
と
こ
ろ

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道　
屋
外
駐
車
場

※
雨
天
な
ど
に
よ

り
中
止
と
な
る
場

合
は
田
川
地
区

消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
当
日
掲

載
し
ま
す

■
内
容
　
は
し
ご
車
乗
車
体
験
や
レ
ス

キ
ュ
ー
体
験
、
消
防
車
と
綱
引
き
な
ど

多
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

問
田
川
地
区
消
防
本
部

☎
44
・
６
２
５
６

た
が
わ
消
防
フ
ェ
ス
タ

　

田
川
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
説
明

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　
11
月
21
日
㈬　
14
時
～
16
時

平
成
30
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会

■
と
こ
ろ
　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル（
田
川
市
）

※
年
末
調
整
関
係
の
資
料
は
、
事
前
に

送
付
し
ま
す
の
で
、
説
明
会
当
日
に
必

ず
持
参
く
だ
さ
い

問
田
川
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

☎
44
・
４
５
７
６

　

平
成
30
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人
は
約

６
６
０
人
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑

者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た

捜
査
活
動
に
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
必
要
で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ

く
似
た
人
を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な

ど
、
わ
ず
か
な
こ
と
で
も
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問
田
川
警
察
署　
☎
42
・
０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
協
力
を

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ

び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年

金
な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合

と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ

の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
30
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の

全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ

た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
配
偶
者
や
ご
家
族（
お
子
様
な
ど
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ

せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
中
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収
証
書
な

ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
ら
れ
ま

す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
証
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い（
平
成
30
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
へ
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
）。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一

の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ

チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５
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●種　属　竜舌蘭の仲間
●原産地　メキシコ乾燥地帯
●学　名　アガベー・パリ・トランカータ
●特　徴　平成 27 年に花が咲き、50 年に一度の開花と新
聞に掲載されたことから来館者が急増しました。50 年に一
度ではなく、一生に一度の開花と筆者は考えています。老化
や植え替えによるストレスなどで消耗し残った最後の力を使
い、子孫を残すため開花するのです。開花後の株は根本から
枯れます。今年、実

み

生
しょう

に挑戦してみました。数日で発芽しま
した。この芽が花を咲かす頃の大任町はどうなっているので
しょうか。もちろん筆者はこの世にいないでしょう。
※実生：草木が種から芽を出して生長すること
問ふるさと館おおとう　☎ 41 ・2055

吉
き っ

祥
し ょ う

天
て ん

対象者

　次のすべての条件を満たす人が対象です。
・平成21年３月31日以降に失業した人
・離職日において65歳未満の人
・雇用保険の失業等給付を受ける人で、雇用保険受    
  給資格者証の離職理由コードが下記に該当する人
▶特定受給資格者の離職理由コード
・11 解雇
・12 天災等の理由により事業の継続が不可能に　
　　なったことによる解雇
・21 雇止め（雇用期間３年以上の雇止め通知あり）
・22 雇止め（雇用期間３年未満更新明示あり）
・31 事業主からの働きかけによる正当な理由の　   
　　 ある自己都合退職
・32 事業所移転等に伴う正当な理由のある自己都
　　 合退職

解雇などによる失業者の国民健康保険税を軽減

軽減内容

　倒産や解雇などやむを得ない理由で離職された
人（非自発的失業者）に対して、国民健康保険税（国
保税）を失業時から一定期間軽減します。
　非自発的失業者の前年の給与所得額を100分の
30とみなして所得割額を算定します。

空き家バンク制度を導入
管理、解体、活用。

これからの空き家のカタチを考える

Unoccupied house bank system
空き家を探しています

↑大任町にある空き家の様子

空
き
家
を
有
効
活
用
し
、移
住
や
定
住
の
促
進
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を
図
る

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
概
要

①
空
き
家
の
所
有
者
が
大
任
町
空
き
家
バ
ン

ク
に
情
報（
写
真
や
間
取
り
、
希
望
家
賃
な

ど
）を
登
録
す
る
。

②
移
住
・
定
住
希
望
者
で
空
き
家
を
探
し
て

い
る
人
に
登
録
さ
れ
た
情
報
を
ネ
ッ
ト
や
写

真
で
紹
介
す
る
。

③
紹
介
さ
れ
た
空
き
家
が
希
望
者
の
意
向
に

合
え
ば
、
契
約
に
向
け
て
話
し
を
進
め
る
。

ま
た
、
所
有
者
と
空
き
家
希
望
者
の
間
に
不

動
産
業
者
を
介
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

※
空
き
家
の
貸
し
方
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

の
希
望
を
事
前
に
聞
き
、
貸
す
た
め
の
条
件

を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す

　

空
き
家
対
策
は
移
住
・
定
住
者
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
犯
罪
者
の
潜
伏
先
と
な
っ
た
り
、

老
朽
に
よ
る
倒
壊
で
近
隣
住
民
に
被
害
を
も

た
ら
す
恐
れ
が
あ
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
対
策
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
は
移
住
・
定
住
者
の
住
居

と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し
た
り
、
お
試

し
移
住
の
拠
点
と
し
て
移
住
希
望
者
が
数
週

間
滞
在
で
き
る
施
設
と
し
て
活
用
し
た
り
、
内

装
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
店
を
開
い
た
り

と
、
活
用
の
方
法
に
よ
っ
て
は
自
治
体
に
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
対
策

問総務企画財政課 企画係　☎63・3000

※空き家の活用や情報提供について、まずはご連絡ください

▶特定理由離職者の離職理由コード
・23 期間満了（雇用期間３年未満更新明示なし）
・33 正当な理由のある自己都合退職
・34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者
　　期間12か月未満）

届出に必要なもの

・雇用保険受給資格者証
・印鑑
・マイナンバーカード

国民健康保険の減免制度

　国民健康保険では、災害に見舞われたなど特
別な事情がある場合には、減免制度の対象とな
る場合があります。
※詳しくは福祉課国保年金係にお問い合わせくだ
さい
問 福祉課 国保年金係　☎ 63・3004

↓
久
留
米
市
城
島
町
に
あ
る
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
カ
フ
ェ「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
」。
内
装
や
イ
ン
テ
リ
ア
を
Ｄ
Ｉ
Ｙ
し
、

地
元
の
人
だ
け
で
な
く
遠
方
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
訪
れ
る
人

気
カ
フ
ェ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

↓
上
毛
町
に
あ
る
上
毛
町
田
舎
暮
ら
し
研
究
交
流
サ
ロ

ン
。古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、平
成
26
年
に
オ
ー

プ
ン
。
上
毛
町
の
移
住
交
流
の
拠
点
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
情
報
発
信
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

10月から
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11月の休室日

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 31 １ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 1

●ももとこもも　　　　　　　　   　　　　　　　        　宮崎 祥子      作
●ジャングルのサバイバル３　       ホン・ ジェチョル  　 文
●おしりたんてい 　　　　　　　　　　　   トロル     作
DVD　　　　　　　　　　　　　　　　　
●トイストーリー２  　   ウォルト・ディズニー・スタジオ    
●トラトラトラ 　　    　　リチャード・フライシャー   監督
C D 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
●BOOLEG　          　　　　　　　　  米津 玄師  　　

一般書
●大人の語彙力ノート　　　　　　   　　　齋藤 孝     著
●鬼神の如く  　　    　　　　　　　　　　　　　　　葉室 麟     著
●噛み合わない会話と、ある過去について  　辻村 深月     著 
●野菜作り「コツ」の科学  　　    　　　　　　佐倉 朗夫     著
●話しベタですが  　　    　　　　　　　　　　　浅田 次郎     著
児童書
●ぜったいにおしちゃダメ？　　   ビル・コッター     作

の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する 場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

※そのほか、多数入庫しています

町と地域をつなぐ糸

　夫婦で協力しながら、鳥
う

骨
こっ

鶏
けい

の卵や種類豊富な野菜を
生産しています。現在、鳥骨鶏を約100羽育てていますが、
１日に採取できる卵の数は平均10個程度と少なく、希少
価値も高いです。特徴は栄養値が高く、味も濃厚で黄身
の割合が多いところです。道の駅へは年間を通じて出品
しています。また、野菜はじゃがいもやグリンピース、さ
といもなど年間を通じて20種類の野菜を作り、季節ごと
の旬の野菜を道の駅に出品しています。今後も皆さんに
美味しいと喜んで食べてもらえる卵や野菜を夫婦で作っ
ていきますので、よろしくお願いします。

愛情を込めて大切に
烏骨鶏を育てています

～道の駅おおとう桜街道から情報を発信～

vol .109 

▼添田大任地区交通安全協会での活動をはじめて今年で24年目を迎えました

一度限りの生
い

命
の ち

を大切に
　「町民の一人ひとりが交通事故の悲惨さを理解し、自分
たちの身のまわりでもいつ起こるか分からないということ
を再度認識し、交通安全の意識を高めてもらえればうれし
いですね」と話してくれたのは浦野茂喜さん。現在、添田
大任地区交通安全協会の会長を務め、地域の交通安全を
守っています。
　交通安全協会では、小学生や中学生の登下校時に、交
差点や横断歩道など交通量の多い場所で立番して事故の
ないように見守ったり、交通安全週間に合わせて啓発活動
を行ったりしています。そのほかにも、交通安全啓発時の
看板の設置や小中学校などでの交通安全指導など、交通
安全に関わるさまざまな活動を行っています。
　浦野さんは現在の交通安全の取り組みについて「近年、
自転車の事故や飲酒運転による事故が多発するなど、多
くの課題を抱えているのが現状だと思います。そうした中
で、添田大任地区交通安全協会では田川警察署をはじめ、
関係機関や地域ボランティアの皆さんとの連携を図り、交
通事故のない大任町・添田町の実現に向けて全力で取り組
んでいます」と話してくれました。
　最後に浦野さんは町民の皆さんに向け「交通安全は、私
たち一人ひとりにとって最も身近で日常的な問題であり、
交通安全の主役は皆さんです。今日よりも明日、明日より
も明後日と交通安全が日々向上していきますよう、添田大
任地区交通安全協会の活動にご理解とご協力をお願いし
ます」と思いを語ってくれました。

浦
う ら

野
の

 茂
し げ

喜
き

さん （道善）

クローズ・アップ

−添田大任地区交通安全協会会長− vol .145

　10月15日・16日、おおとう未来塾に元気いっぱいの小
学１年生が参加しました。入塾初日は、未来塾のルールを
説明した後、大任小と今任小の児童たちが自己紹介など
を通じて交流を行いました。
　大任町では、生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児
教育の充実をはじめ、学びを通じて自立・協働型の地域づ
くりを推進していくことを目的に「大任町教育施策大綱」
を策定しています。現在、大綱に基づき「大任の子が30
歳になったときに、精神的にも経済的にも自立した大人に
なる10年計画（就学前年～中学３年）」を中心に「おおとう
未来塾」の充実化などを掲げています。「おおとう未来塾」

では、子どもたちの学
力向上を第一に、規律

（ルール）を遵守する
ことにも力を入れてい
ます。まわりの友達と
遊びたい盛りの児童た
ちを勉強に集中させる
のは大変ですが、授業
づくりの工夫を重ね、
子どもの心理を読み取
り、学習することの楽
しさや充実感を教えて
います。
問教育課 学校教育係  
☎63・3110

「おおとう未来塾」に小学１年生が入塾

教 育 信通 教 会員育 委

　当店の一番のこだわりは、国産豚骨だけを８時間じっく
りと煮込んでとった臭みのないあっさりとした豚骨スープ
です。コクのある優しいスープが麺とよく絡み、食べや
すい一品となっています。看板メニューである「とんこつ
ラーメン」を筆頭に、ボリュームのあるセットメニューな
どは多くの人からの支持を得ています。そのほか炒飯や
餃子などメニューも豊富です。また、当店は従業員全員
が女性という特徴あるスタイルで力を合わせて頑張って
います。らーめん咲らにぜひ、一度お越しください。
問 道の駅おおとう桜街道 もみじ館　☎63・4430

自家製のこだわり麺と
スープは相性が抜群

らーめん咲ら名物
とんこつラーメン楠木小百合さん楠木富士子さん

　12月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募
集します。次回の締め切りは11月16日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

ち ゃ ん １歳
Ｈ29年11月23日生まれ

道善・女の子

酒井貢さん

月曜日クラスの様子

火曜日クラスの様子

く ん １歳
Ｈ29年11月19日生まれ

桑原・男の子
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●物件事故    11 件 （113 件）
●人身事故    １ 件 （19 件）
●死亡者数    ０ 件 （１件）
●負傷者数    ２ 件 （27 件）

（　）内は平成 30 年の累計

交通事故発生状況（９月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　ＡＴＭを操作してお金が戻ってくる
ことは絶対にありません。
　電話でお金の話をされたら詐欺と
疑ってください。

町内犯罪発生状況（９月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 １件

性犯罪 ０件

車上ねらい ０件

空き巣・忍び込みなど ０件

（平成 30 年９月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,679 人  （±０）    764 人（－３） 2,443 人 （－３）
女 1,691 人  （－１） 1,127 人（－１） 2,818 人 （－２）
計 3,370 人  （－１） 1,891 人（－４） 5,261 人 （－５）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,527 世帯（＋２）

◆
今
月
の
表
紙

▼
道
の
駅
へ
の
出
品
者
さ
ん
の
取
材
で
酒

井
貢
さ
ん
宅
に
伺
っ
た
と
き
、
真
っ
赤

な
花
弁
が
と
て
も
印
象
的
な
彼
岸
花
を

見
つ
け
、
写
真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
と
彼
岸
花
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
見
事
だ
っ
た
の
で
、

表
紙
に
選
択
し
ま
し
た
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
秋
を
迎
え
る
と
や
っ
て
く
る
毎
年
恒
例

の
扁
桃
腺
問
題
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
難

敵
で
す
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
よ
う
な
存
在

で
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
扁
桃
腺
の

腫
れ
と
は
付
き
合
い
が
長
い
か
ら
…
。
今

年
も
高
熱
が
で
る
う
え
に
な
か
な
か
熱

が
下
が
ら
な
い
状
況
と
数
日
間
戦
い
ま
し

た
。
し
か
も
、
広
報
紙
の
入
稿
間
近
に
。

こ
れ
は
広
報
担
当
に
と
っ
て
致
命
的
で

す
。
し
か
し
、
今
回
学
べ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
人
間
、
無
理
だ
と
思
う

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
期
限
が
決
ま
っ
て
い

れ
ば
そ
の
日
ま
で
に
ど
う
に
か
し
て
成
し

遂
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

　
広
報
担
当
に
な
っ
て
２
年
半
。
こ
れ
ま

で
昔
広
報
担
当
を
し
て
い
た
師
匠
の
背
中

を
追
っ
て
広
報
紙
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
も
、
師
匠
が
作
っ
た
広
報
紙
は
私

の
教
科
書
で
す
。（
勇
輝
）

 11月行事予定表 霜月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 29 30 31 １ ２ ３ 文化の日
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

第３回フラワー
アレンジメント
講座

【公民館 13時〜15時】

第41回大任町
総合文化祭
(芸能発表)

【レインボーホール
９時30分〜 15時】
(作品展示)

【B＆G 体育館 10 時
〜 17時】

４ ５ ６ ７ 立冬 ８ ９ 10
第41回大任町
総合文化祭
(作品展示)

【B＆G 体育館 ９時〜
14時30時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
(対象者個別通知)

【多目的13時30分〜
14時30分】

大任町女性
スポーツ大会

【B＆G体育館 18時～】

後期総合健診
【役場 ８時30分～】
※事前予約者のみ

11 12 13 14 15 16 17
秋季花植え

【レインボーホール 
９時～】
※雨天などにより延期
となった場合は17日土
に実施します

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

田川地区暴力
団等追放総決
起大会
※詳細は９ページ

障がい者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

大任小土曜授業
学 習 参 観・懇
談会

18 19 20 21 22 小雪 23 勤労感謝の日 24
第５回市町村対抗

「福岡駅伝」大会
【筑後広域公園 12時〜】

弁護士
出張無料相談

【視聴覚 13時〜16時】
※要予約

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【集会室13時30分〜
14時30分】

25 26 27 28 29 30 1
ロコモ若返り
教室

【集会室 13時30分〜
15時】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

２ヵ月児
親子家庭訪問
(対象者個別通知)

【対象者自宅 】
※要予約

11月30日金
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

第５期納期限

15日木～ 16日金
今任小６年修学旅行

26日月～ 28日水
大任中期末考査

８日木～ 16日金
人権パネル展

【役場１階ロビー  ８時30分～17時15分】
９日金～15日木

秋の火災予防週間

11月は児童虐待防止推進月間

　夢や社会への意見、日常生活の中で感じたことなど、自分の気持ちを素
直に表現する「少年の主張大会」。子どもたちは何を考え、どんなことを思っ
ているのでしょうか。町内小中学校の９人の児童と生
徒が、日ごろ抱いている思いや、多くの人に聞いても
らいたいことなどを、飾り気のない自分の言葉で主張
します。さあ、あなたも子どもたちの言葉に耳を傾け
てみませんか。
■とき　12 月８日土　受付：９時 30 分　開場：10 時
■ところ　レインボーホール
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

それぞれの思いを言葉で伝える
第 31 回少年の主張大会

12/８
土

開催

大任小６年

西
にし

本
もと

 小
こ

羽
は

音
ね

さん

大任小５年

高
たか

田
だ

 真
しん

伍
ご

さん

今任小５年

永
なが

岡
おか

 佑
ゆう

翔
と

さん

今任小６年

早
はや

川
かわ

 哲
てっ

生
しょう

さん

大任中１年

園
その

部
べ

 凉
りょう

介
すけ

さん

大任中１年

清
きよどう

藤 毬
まり

香
か

さん

大任中２年

米
よねまる

丸 結
ゆ

衣
い

歌
か

さん

大任中２年

永
ながはら

原 譲
じょう

之
の

介
すけ

さん

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

◆赤村（http://www.akamura.net/）

●第43回赤村文化祭
■内容　ダンスやコンサート、美術・工芸展など赤村
の「文化」がここに集結。平成最後のお披露目会になり
ます。バザーや福引大会などイベントが目白押しです
ので、ぜひ、ご来場ください。
■とき　11月10日土・11日日　９時～
■ところ　赤村役場周辺（赤村）
※駐車場の数に限りがあります。赤村役場は平成筑豊
鉄道赤駅から徒歩約２分です。できる限り、公共交通
機関をご利用いただきますようお願いします
問赤村教育委員会　☎62・3003（内線421）

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●田川市合同企業説明会
■内容　実は知らないだけで、地元田川では多くの企
業が活動しています。地元密着型から全国・海外へ展
開する企業までさまざま。今回はそんな企業の情報を
得るチャンス。企業ごとにブースを設置しているので、
直接具体的な話を聞くこともできます。気軽に足を運
んでください。
■とき　11月25日日　14時～ 16時
■ところ　田川市民会館１階（田川市）
■参加資格　田川での就職を考えている人、企業の
実態を知りたい人など。大学生や専門学校生も歓迎（高
校生は除く）
■参加費　無料
※15社程度が参加する予定です
※子どもと一緒に参加できます
※服装自由・履歴書不要・申込不要
※来場者には参加特典があります
問田川市役所 産業振興課　☎85・7144

大任小５年

相
あい

原
はら

 由
ゆ

亜
あ

さん
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おおとう
　　議会報告

2018

９
輝きに満ちた町を目指して

議 会 本 会 議 平成 30 年９月定例会が９月 10 日
から 14 日までの５日間の日程で開会さ
れましたので、その審議内容と結果を
ご報告いたします。 (10 日 ) の審議経過

記

　９月　10 日　議会本会議 （出席者 10 名、欠席者 1名）
　　　　　　  （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　９月　11日　総務常任委員会 （福岡県介護保険広域連合の処理する事務の変更及び福岡県介
　　　　　　　護保険広域連合規約の変更について等の審査）
　９月　12 日　地域振興常任委員会 （平成 30 年度大任町国民健康保険事業特別会計補正予算
　　　　　　　について等の審査）
　９月　15 日　議会本会議 （出席 10 名、欠席者１名）
　　　　　　  （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
９
番
、
奥
永
明
正
君
及
び
10

番
、
宮
本
孝
一
君
を
指
名
致
し
ま
す
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

〈
全
員
異
議
な
し
で
、
９
月
10
日
か

ら
14
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ
と

に
決
定
〉

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告　
（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

○
陳
情
書
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ

ん
。
請
願
書
に
つ
い
て
は
１
件
あ
り

ま
す
が
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
向

の
と
お
り
、
本
会
議
初
日
に
上
程
し

採
決
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２
、 一
般
質
問
の
提
出
な
し

３
、
系
統
議
長
会
関
係

○
６
月
５
日「
田
川
地
域
国
道
整
備

促
進
期
成
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
道
２
０
１
号
・

３
２
２
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
並
び

に
、
主
要
地
方
道
田
川
直
方
線
の
延

伸
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
九
州
地
方

整
備
局
並
び
に
福
岡
県
土
整
備
部
へ

の
要
望
活
動
で
あ
り
ま
し
た
。

○
６
月
７
日「
田
川
広
域
観
光
協
会

総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
29
年
度
田

川
広
域
観
光
協
会
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
書
・
賃
借
対
照
表
財
産

目
録
の
承
認
に
関
す
る
件
、
外
３
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

○
６
月
11
日「
田
川
郡
町
村
議
長
会

臨
時
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
田
川
郡
町
村
議
会

議
長
会
会
長
の
辞
職
に
よ
り
、
本
会

規
約
に
基
づ
き
役
員
の
選
任
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
郡
議
長
会
会
長
に

私
、
米
丸
、
副
会
長
に
赤
村
議
長
大

場
謙
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

○
７
月
31
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
議
会
第
２
回
定
例
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
議
案
第
９
号
、
福

岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
指
定
居

宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び

運
営
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
、
外
３
件
の
承
認
及
び

認
定
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま

し
た
。

○
８
月
２
日「
主
要
地
方
道
八
女
香

春
線
国
道
昇
格
促
進
期
成
会
通
常

総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号
、
平

成
29
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
、
外

５
件
の
協
議
事
項
を
協
議
し
閉
会
し

ま
し
た
。

○
８
月
22
日
の「
田
川
地
域
国
道
整

備
促
進
期
成
会
国
土
交
通
省
要
望
」

に
つ
い
て
は
、
台
風
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

○
９
月
５
日「
田
川
郡
町
村
議
会
議

長
会
」出
席
。

　
そ
の
内
容
は
、
11
月
開
催
予
定
の

田
川
郡
町
村
議
長
会
主
催
の
議
員

研
修
会
に
つ
い
て
協
議
し
、
11
月
８

日
14
時
か
ら
香
春
町
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
致
し
ま
し

た
。
ま
た
、
田
川
郡
町
村
議
長
会
研

修
に
つ
い
て
協
議
し
、
閉
会
致
し
ま

し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

   （
委
員
長　

松
下
太
）

○
９
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議

会
運
営
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
期
に
つ
い
て
は
、

９
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
５
日
間

と
す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
議
案
は
、
議
案
第
31
号

「
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
処

理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
福
岡
県
介

護
保
険
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」か
ら
議
案
第
36
号「
平
成
30

年
度
大
任
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
」ま
で
の
７
議
案
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ

付
託
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
認
定
第

１
号「
平
成
29
年
度
大
任
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」

は
、
10
日
の
本
会
議
で
採
決
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
受
理
し
た
陳
情
、
一
般
質

問
に
つ
い
て
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
願

書
に
つ
い
て
は
１
件
あ
り
ま
す
が
、

10
日
の
本
会
議
に
上
程
し
採
決
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

   　
　

  （
坂
本
年
行
）

○
６
月
28
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
、

平
成
30
年
第
２
回
福
岡
県
田
川
地
区

消
防
組
合
議
会
臨
時
会
に
つ
い
て
ご

報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
６
号
、

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
。
そ
の
内
容

は
、
本
署
救
急
車
１
台
を
購
入
す
る

に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し

ま
し
た
。
次
に
、
議
案
第
７
号
、
財

産
の
取
得
に
つ
い
て
。
そ
の
内
容
は
、

香
春
分
遣
所
配
置
の
タ
ン
ク
車
１
台

を
購
入
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
、
原
案
の
と
お

り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　
以
上
ご
報
告
致
し
ま
す
。

日
程
第
４
、
日
程
第
６
～
日
程
第
10

議
案
の
一
括
上
程

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑
及

び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

●
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
32
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
31
号　

福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
36
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

日
程
第
５

・
認
定
第
１
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

日
程
第
11

・
請
願
第
１
号　

国
会
に
お
け
る
憲

法
論
議
の
推
進
と
国
民
時
議
論
の
喚

起
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る

請
願
書

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

　

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。
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総務常任委員会
11 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　

佐
々
木　

次
男

●
副
委
員
長

　
　

田
中　

良
幸

●
委　

員

　
　

松
下　

太

●
委　

員

　
　

宮
本　

孝 

一

審
査
内
容

・
議
案
第
42
号　

平
成
29
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
５
千
４
百
75
万
１
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

59
億
５
千
４
百
18
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
松
下
委
員　

災
害
復
旧
費
の
追

加
が
あ
り
ま
す
が
、
足
り
ま
す
か
。

実
際
、
町
で
災
害
復
旧
箇
所
は
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
う
が
、

個
人
の
分
も
あ
る
の
で
ど
こ
を
復
旧

し
て
い
く
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

大
部
分

は
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
個
人
の
分
に

つ
い
て
は
、
個
人
財
産
で
す
の
で
個

人
で
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
商
工
会
と
災
害
協

定
を
結
ん
で
お
り
ま
し
て
、
商
工
会

か
ら
概
算
で
経
費
が
上
が
っ
て
き
て

総務常任委員会

お
り
ま
す
。
新
た
に
追
加
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の
補
正
予
算

１
千
３
百
80
万
円
で
対
応
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員
長　

町
道
の
舗
装
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
向
田
何

号
線
や
安
永
何
号
線
な
ど
道
路
の
番

号
で
は
ピ
ン
と
こ
な
い
の
で
、
図
面

を
出
し
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

分
か
り
ま

し
た
。

○
佐
々
木
委
員
長　

総
務
常
任
委
員

会
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
地
域
振
興
常
任

委
員
会
で
も
お
願
い
し
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
総
務
企
画
財
政
課　

し
じ
み
祭
り

日
程
の
報
告

※
教
育
課　

小
学
校
体
育
会
日
程
の

報
告
、大
任
町
文
化
祭
日
程
の
報
告
、

少
年
の
主
張
大
会
日
程
の
報
告

　
以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を
閉
会

し
ま
し
た
。

地域振興常任委員会
12 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　

坂
本　

年
行

●
副
委
員
長

　

次
谷　

隆
澄

●
委　

員

　

奥
永　

明
正

●
委　

員

　

丹
村　

咲
男

●
委　

員

　

毛
利　

英
文

地域振興常任委員会

審
査
内
容

・
議
案
第
31
号　

福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
介
護
保
険
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
県
か
ら
保
険
者
へ
指
定
権

限
が
委
譲
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
福

岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
の
処
理

す
る
事
務
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ

た
も
の
。
あ
わ
せ
て
、
福
岡
県
介
護

保
険
広
域
連
合
の
執
行
機
関
等
の
組

織
の
見
直
し
に
伴
い
、
福
岡
県
介
護

保
険
広
域
連
合
規
約
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
９
１
条
の
11
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
33
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
千
９
百
13
万
６
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

６
億
５
千
３
百
29
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
34
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
百
35
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
７
千
70
万
２
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
35
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

質
疑
＆
回
答

〈
質
疑
な
し
・
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

・
議
案
第
36
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支

出
の
既
決
額
に
収
益
的
収
入
及
び

支
出
そ
れ
ぞ
れ
23
万
８
千
円
を
追

加
し
、
収
入
支
出
の
予
定
額
を
そ

れ
ぞ
れ
１
億
６
千
５
百
61
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
資
本

的
収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
千
万

円
を
追
加
し
資
本
的
収
入
の
予
定

額
を
２
億
７
千
８
百
87
万
８
千
円
と

し
、資
本
的
支
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
千
万
円
を
追
加
し
資
本
的
支
出
の

世
て
額
を
３
億
１
百
93
万
３
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
丹
村
委
員　

災
害
復
旧
事
業
債

５
百
万
円
に
は
農
業
用
水
路
な
ど
は

入
っ
て
な
い
の
で
す
か
。

○
水
道
課
長　

こ
の
５
百
万
円
は
特

別
会
計
の
浄
水
場
事
業
に
対
す
る
起

債
で
ご
ざ
い
ま
す
。
災
害
復
旧
費
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
般
会
計
の
方
で

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

〈
採
決
の
結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
〉

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

内
容
は
、
総
務
常
任
委
員
会
と

同
じ
で
す
の
で
、
18
ペ
ー
ジ
を
参
照

願
い
ま
す
。

●
当
委
員
会
で
の
質
疑
等

○
奥
永
委
員　

各
地
区
に
た
め
池
が

あ
り
ま
す
が
、
決
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
思
う
が
、
今
後
調
査
な
ど
行
う

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

○
産
業
経
済
課
長　

大
任
町
内
の
た

め
池
管
理
状
況
と
安
全
対
策
に
つ
い

て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
大
任
町
内
の
農
業
用
た
め
池
は
36

箇
所
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
２
月
に
一

斉
点
検
を
実
施
し
、
破
損
状
況
等
の

確
認
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で

も
、
規
模
が
大
き
く
決
壊
を
起
こ
せ

ば
周
囲
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
と

考
え
る
不
動（
雨
ケ
池
）や
道
善（
善

木
池
）ま
た
、
上
今
任（
古
寺
池
）な

ど
の
た
め
池
15
箇
所
に
つ
い
て
は
、

梅
雨
前
な
ど
の
数
度
の
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
で
も

下
流
域
に
公
共
施
設
や
民
家
が
集
中

し
て
い
る
柿
原（
立
石
池
）に
つ
き
ま

し
て
は
、
防
災
重
点
た
め
池
と
し
て

県
よ
り
指
定
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
７
月
６
日
の
豪
雨
時
に
大
き
な

た
め
池
の
堤
体
の
確
認
に
職
員
で
手

分
け
し
て
行
き
ま
し
た
が
、
余
分
な

貯
水
は
余
水
吐
け
よ
り
排
水
さ
れ
て

お
り
、
堤
体
を
貯
水
が
オ
ー
バ
ー
し

て
決
壊
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
池
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
上
、
た
め

池
管
理
状
況
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

の
説
明
で
し
た
。

○
奥
永
委
員　

今
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
横
か
ら
余
水
吐
け
か
ら
流
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
流
木
が

引
っ
か
か
っ
て
そ
れ
が
決
壊
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
た
め
池
が
他
市
町
村

で
あ
り
ま
し
た
。
大
雨
が
降
っ
た
場

合
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
頭
に
入

れ
て
も
ら
わ
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
赤
村
で
は
、
何
年
か
前
に
こ
う
い

う
事
が
あ
っ
て
、
排
水
路
を
つ
け
て

決
壊
を
免
れ
た
と
の
事
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
事
も
起

こ
り
え
ま
す
。
排
水
が
出
来
て
い
る

か
ら
い
い
と
思
っ
て
い
た
ら
、
下
が
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詰
ま
っ
て
堰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、

雨
の
降
り
方
が
異
常
で
す
の
で
、
早

く
避
難
さ
せ
る
よ
う
な
措
置
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

の
女
性
ト
イ
レ
は
洋
式
が
１
箇
所
し

か
な
い
ん
で
す
。
敬
老
会
が
あ
っ
た

時
は
高
齢
者
な
の
で
皆
さ
ん
困
っ
て

い
ま
し
た
。
足
腰
が
弱
い
か
ら
ス
ッ

と
座
れ
な
い
の
で
、
女
性
ト
イ
レ
の

様
式
化
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
。

○
永
原
町
長　

洋
式
と
和
式
は
何
個

あ
り
ま
す
か
。

○
奥
永
委
員　

洋
式
が
１
箇
所
に
和

式
が
３
箇
所
で
す
。

○
永
原
町
長　

調
査
し
て
洋
式
に

で
き
る
よ
う
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
報
告
で
す
が
、
左
岸
地
区
の
農

地
改
良
区
か
ら
舗
装
を
し
て
く
だ
さ

い
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今

年
か
ら
順
次
舗
装
す
る
よ
う
に
計
画

し
て
お
り
ま
す
。

○
奥
永
委
員　

農
道
で
す
か
。

○
総
務
企
画
財
政
課
長　

農
道
を
町
道

に
格
上
げ
し
た
と
こ
ろ
の
舗
装
で
す
。

　
以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

議 会 本 会 議
14 日開会（審議経過）

日
程
第
１
～
日
程
第
７

・
議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

佐
々
木
次
男
）

　
９
月
10
の
議
会
本
会
議
で
付
託
さ

れ
た
１
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
10
日

午
前
10
時
50
分
か
ら
総
務
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
１

議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

（
委
員
長　

坂
本
年
行
）

　
９
月
10
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
５
議
案
に
つ
い
て
、
９
月
11

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り

５
議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ

き
と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
31
号　

福
岡
県
介
護
保
険

広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
32
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
33
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
34
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
35
号　

平
成
30
年
度
大
任

町
し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
36
号　

平
成
30
年
度
大
任
町

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

〈
以
上
６
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
全
員
異
議

な
く
可
決
〉

　

以
上
で
平
成
30
年
第
４
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

議会からのお知らせ

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

佐
々
木　

次
男

●
委　

員

　
　

坂
本　

年
行

●
委　

員

　
　

次
谷　

隆
澄

　　

議
会
で
は
皆
様
方

の
生
活
に
直
結
す
る

予
算
な
ど
が
審
議
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
多

く
の
方
々
に
議
会
審

議
を
傍
聴
し
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
定

例
会
は
平
成
30
年
12

月
の
予
定
で
す
。

●
永
原
髙
文
氏
ご
逝
去

　
去
る
、
９
月
５
日
、
大
任
町
議
会

議
員
を
務
め
て
い
た
永
原
髙
文
氏
が

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
原
氏
は
、
平
成
17
年
４
月
か
ら

大
任
町
議
会
議
員
と
し
て
、
4
期
連

続
13
年
務
め
ら
れ
、
地
域
振
興
常
任

委
員
長
や
総
務
常
任
副
委
員
長
な
ど

重
職
を
歴
任
し
、
遺
憾
な
く
そ
の
手

腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
８
年
５
月
か
ら
平
成
29
年
７

月
ま
で
８
期
21
年
間
、
大
任
町
農
業

委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

豊
富
な
知
識
を
生
か
し
た
農
業
施
策

や
教
育
施
策
に
ご
尽
力
さ
れ
、
数
々

の
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
35
年
１
月
、
大
任

町
消
防
団
に
入
団
し
、
平
成
２
年
7

月
か
ら
平
成
９
年
５
月
ま
で
の
６
年

間
、
第
４
分
団
分
団
長
を
務
め
る
な

ど
、
37
年
間
に
わ
た
り
大
任
町
の
防

災
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
実
・
朴ぼ

く
と
つ訥
そ
し
て
熱
烈
な
郷
土

愛
と
使
命
感
を
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

職
務
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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